




｀ 
長

凋

な

る

春

の

H
に
、
野
邊
に
出
て

A

見
渡
せ
ば
、
日

の

及

ふ

限

り

‘

畑

は

資

色

の

雲

も

て

埋

め

ら

る

A

を

見

ん

。

是

れ

は

瀧

淡

の

花

に

て

、

即

ち

菜

種

の

花

盛

り

こ

云

ふ

は

是

な

り

。

此

外

に

も

此

頃

は

、

様

々

の

植

物

も

花

疾

き
て
、
蝶
に
蜂
に
、
昔
其
香
を
慕
び
、
或
は
這
＜
或
は
近
く
、

糾

剌

劃
第

第

章

節

原
野油

菜

臼`

戸

i

1

t
-

第

三

章

籠

烏

及

び

養

戴

第

一

籠

カ

ナ

り

ヤ

幻

二

節

金

烈
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四
ャ
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五
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河
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旱
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•
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六
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田
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1
-

こ

第
七
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四
時
に
於
け
る
植
物
の
雙
化
—
二
十
鴎

：
第

入

章

水

中

に

棲

む

動

物

旱

玉

•

第
九
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属
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’

第

十
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地
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逼

動

＂
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雙
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く

田

野

に

連

り

亘

り

て

、

戻
き
道
ふ
を
以
て
、
遣
＜

T

1
』

"z札l
'』

aー

ー

2
圧

d
・

1 次 其がばるにに 彼 I翻

然第葉ら油、は美、あ油方I定

れに は t 菜 又 し ら 菜 此 ＇ 璽

を小室めの葉く中の方

もさのば葉のは多、花尽I書

油＜、下花を摸見くはむ＇―

菜少部のt様ゆ絞一つ

のしに色てにるり輪れ

花もちを若もな咲の戯，--,

の花り損t由り。きみる

かをてす花れ且てに＞

ば遮上るのるつ室てさ

かるのこ間な此のは 1
り憂方こにり。花上別い＇一

美なに大さいの部にと

観けあなしか美を美；` ゆ

をれるる出にし掩ttこ

呈ばもべでとくへきか

tなのき＞な見るもな，―

てしり0 程蛋攘れゆ故のしり・

人

の

目

を

悦

ば

す

も

の

は
、
猶
は
他
に
大
な
る
故

あ

る

な

り

。

試

み

に

之

を

綸

し

て

株

毎

に

、

別

に

其

花

を

咲

か

t

め

ん

に

は

、

如

何
こ
か
せ
ん
、
未
だ
さ
ば

か

り

美

観

こ

稲

す

る

に

は
足
ら
さ
る
べ
t
°
其
廣

ー



に
は
、
其
葉
の
小
さ
く
し
て
簑
生
に
便
な
る
は
、
虻
花
の

美
な
る
所
以
な
り
。

油
菜
は
、
秋
の
末
に
苗
を
生
卜
、
春
の
末
に
室
を
抽
＜
、

高
さ
＿
―
-
四
尺
、
其
葉
は
鋏
刻
あ
り
て
、
下
部
は
室
を
捲
く
。

雫

は

開

花

の

H
に

雷

り

て

直

立

t

‘

賓

は

熟

す

れ

ば

裂

け
て
種
子
を
落
す
‘
之
を
菜
濯
こ
い
ひ
‘
之
よ
り
油
を
搾

り

て

菜

種

油

を

造

る

。

油

菜

の

名

は

之

よ

り

出

て

し

な

り
。
此
油
は
食
料
燃
料
工
業
用
等
其
用
顛
る
廣
t
°
其
花

の
嘴
及
び
葉
の
嫌
き
も
の
は
、
濯
潰
と
な
t
‘
又
煮
て
食

ふ
べ
t
°

す
に
も
至
る
な
り
。

＇
‘

油

菜

は

、

其

室

の

上

部

に

花

あ

り

、

下

部

に

葉

あ

り

て

、

葉

は

上

の

方

に

あ

る

も

の

程

形

小

さ

く

、

室

の

頂

は

悉

]

く

花

の

み

に

て

充

だ

さ

る

A

を
以
て
、
花
は
葉
の
色
の

．
、

偽

め

に

、

決

t

て

其

美

を

掩

は

る

A

と
こ
な
し
。
一
輪
の

花

は

、

多

く

集

り

た

る

花

の

美

に

及

ば

さ

る

と

こ

勿

論

な

れ

ば

、

若

し

油

菜

の

花

を

し

て

、

簑

生

せ

t

め

さ

り

せ

、
ば

、

此

く

美

t

き

も

の

に

は

あ

ら

さ

ら

ー

し

。

其

茎

の

高

く

し

て

枝

を

目

だ

す

と

と

少

く

、

且

つ

茎

の

高

き

剖

合

.,
 

一

1

2

・

「一

之

を

望

め

ば

、

資

雲

の

た

な

ぴ

け

る

が

如

く

、

目

を

悦

ば
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凡

万

油

莱

の

類

は

、

躍

萄

‘

蕪

青

等

と

同

卜

＜

f

其

花

紺

十

字

形

を

な

t

‘

雄

蕊

六

個

あ

り

て

、

其

二

偏

は

偏

の

開

個

よ

り

短

き

を

以

て

阪

別

し

得

べ

t

°

油

菜

の

外

別

爬

又

紫

雲

英

あ

り

て

、

春

の

野

を

飾

れ

り

。

泣

方

よ

り

之

を

望

め

ば

、

暗

緑

色

の

間

に

、

紅

紫

色

の

窪

紋

を

見

る

c

其

紅

紫

色

な

る

も

の

は

花

の

部

分

な

り

。

此
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は
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梗
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蓄

B
に

崖

び

て

＊

七

に
蚕
れ
ば
、
之
e
*
1
1
1

な
｀
讀
の
書
す
る
が
•

t
。
皐
れ
奮
婁
の
鯛
長
く

し
て
、
且
つ
輯
な
る
が
賣

▲
 

め
な
，
．
婁
菖
の
皇
ひ
立

っ
1
1
を
菖
代
と
霧
へ
、
菖

の

生

ひ

立

つ

疇

働

を

菖

代
彎
亡
霧
ふ
。

紅

種

を

暉

て

、

凡

乃

躙

十

日

糧

に

及

ひ

囚

れ

ば

芽

を

畠

た

す

之

を

菖

と

い

ふ

菖

II
（
曇
し
＇
玉
大
寸
に

い
た
れ
ば
｀
青
々
t
し
て
鬱
鳳
に
＂

『

貴

働

も

縁

•——-• 

雲

滋

は

と

の

花

を

｀

て

鰤

ら

れ

た

る

・

＂

を

員

て

A

、
青
空
轟
（
舞
ひ
上
り
つ
~
、
業

L
"
K
•
’

庫
へ
り
。

覗
等
の
鼠
は
饒
く
、
此
鯖
濃

．

な
る
小

•
°
·
e

鶏
鵬
す

る
能
は
さ
れ
さ
も
｀
其
鵬
か
な
る
讐
は
｀
・
か
に
其
所
在

を
讃
ヤ
る
と
，
．



に

て

記

植

う

る

畜

を

年

噴

t

.

ふ

゜

一
苗

代

時

に

至

れ

ば

農

夫

は

書

れ

忙

は

し

く

、

増

清

男

女
皆
出
て
~
日
を
翡

L

＊
を
引
き
．
野
外
の
宥
橿
全
く

五

月

に

至

れ

ば

、

女

子

の

老

い

た

る

漕

a打
ち
交
り
、

手

に

／

＼

饂

を

携

へ

て

、

荼

國

に

関

て

行

く

を

見

ん

。

是

れ

茶

の

若

葉

を

損

み

取

ら

ん

が

鵞

め

な

り

3

I

茶

の

薫

は

其

壼

長

開

II
に
し
て
、
其
繭
槽
な
り
．
縁
編

は

綱

か

a働
薗

駅

を

な

し
て
、
葉
綱
は

II
t
、
葉
は

H
光
に
雷
る
爾
と
、
之
に

．
 

背
く
方
の
爾
と
、
其
構
造

を
異
に
す
。
量
は
茶
の
み

．
 

な
ら
キ
、
大
量
の
植
物
皆

飴

り

．
 

．
 
茶
纏
の
囀
は
、
自
然
の

嚢
纏
に
任
す
れ
ば
、
六
七

尺

の

轟

m，
に
蘊
す
る
も

第

図

節

荼

●

一
髪
す
．



き
っ
め
た
る
が
篇
し
羹
雫

1
1.
u
曾

•
爬

＾·ヽ
ー

の
讚

其
他
種
々
の
軍
花
を
以
て
、
．
り
虞
さ
れ
た
る
も
の
な

り。
我
等
は
野
外
を
戴
量
す
る
閾
、
軍
を
績
み
裏
ら
ん
と

せ
ば
、
如
何
な
る
草
に
て
も
、
曇
せ
ヤ
し
て
鳳
の
儘
に
之

を
得
べ
し
。

．

世
人
は
曾
京
を
以
て
鑓
用
の
蒻
と
な
し
、
薗
々
手
を

下
t
て
、
摘
み
取
る
程
の
領
撫
き
も
の
と
1
1
へ
り
。
然
れ

さ
も
集
め
て
凍
渭
と
す
れ
ば
、
責
に
美
麗
な
る
が
の
と

な
る
な
り
。

WI 

良

夫

が

い

1
沢

草

を

畠
て

A

這
に
璽
め
ば
｀

事
ら
言
る
貫
に
、
彎
邊
に

＊
る
•
の
を
敷

第

五

，．

の

な

れ

t

も
．． 
胃
，
に

鑢

る

｀

＂

の
轟
さ
に
舅
り
去
る
な
り
．

葉
は
四
時
縁
色
に
し
て
、
其
鐵

a

｀
の
は
•
み
戴
り

て
之
を
慕
t
、
さ
て
揉
み
馳
し
て
、
．
鯛
の
富
を
編
す
。
翁

が

邦

の

貿

易

晶

中

主

賽

な

る

｀

A

1

な
り
．

狛
の
産
、
古
．来
最
も
有
名
な
り
．

鑢

宇

L -",し



ヽ

如

く

な

れ

t

ら

、

其

責

は

然

ら

す

t

t

●

か

こ

填

上

に

直
立
せ
り
．
葉
の
室
に
開
く
所
に
は
節
あ
り
て
、
大
に
草

の
強
堅
を
助
く
、
う
れ
の
み
な
ら
中
、
草
は
一
虞
に
叢
生

し
て
、
互
に
相
倫
る
が
故
に
、
暴
風
の
為
る
容
易
に
吹
き

折

ら

る

A

と

と

な

t

。

一

致

協

同

は

能

＜

其

物

を

し

て

堅

固

な

ら

t

む

と

一
X

へ
る
諺
は
、
草
に
於
て
も
之
を
見

る
を
得
べ
t
・

大
な
る
草
は
、
其
花
の
色
大
抵
皐
ー
に
し
て
、
攘
遺
亦

至
つ
て
箇
皐
な
り
。
然
れ
色
も
其
蒙
は
極
め
て
多
し
。
此

等
の
墾
は
高
く
t
て
、
藪
多
の
瀾
き
葉
を
賓
す
．
花
は

Al 

1

2

.

―― 

草

の

形

駅

も

亦

何

と

な

く

、

表

を

ら

L

a
も
の
に
て
、

5

細

か

く

相

密

接

せ

る

葉

の

上

に

、

綱

長

a室
の
突
l
f
l
せ

る

も

の

あ

り

。

品

は

唯

上

に

の

み

延

長

す

る

計

り

に

て

、

横

に

は

ぴ

と

ら

ヤ

、

葉

も

之

に

倣

ひ

て

過

半

は

上

に

向

け

り

。

唯

僅

な

る

葉

の

み

上

に

向

は

ヤ

し

て

ぶ

ゆ

る

＜

下

に

さ

が

れ

る

あ

る

を

見

る

。

縛

べ

て

の

京

は

、

其

構

造

至

つ

て

え

な

や

か

に

し

て

、

能

＜

徽

風

に

な

ぴ

き

い

其

様

恰

も

池

水

の

風

に

吹

か

れ

て
、
細
漣
を
起
す
に
似
た
り
。

高

き

茎

は

内

孤

，窒



叉

草

の

間

に

は

囀

々

た

る
聾
あ
り
、
人
之
に
近
づ

け
ば
忽
ち
止
み
、
誓
く
立

ち

止

1
れ

ば

、

再

び

聞

く

＼

丑
゜
口
且
。
：
論
｀

く
長
き
後
胸
あ
り
て
、
常

名も
、

に

活

澄

に

京

室

の

間

を

跳

ぷ

、

其

爛

は

書

に

背

の

上

に

畳

み

て

之

を

用

ふ

る

こ

こ

少

t

]

劃

f

l

l

劃

コ

に
9,

k

な
る
翼
を
牧
む
。

＞

冨

形

多

く

は

小

に

t

て

、

之

に

適

せ

る

花

辮

よ

り

成

り

、

各

個

孤

立

せ

ヤ

t

て

皆

相

集

1
り
、
花
梗
に
屑
着
せ
り
。
故

に

其

形

小

に

、

其

色

皐

な

り

と

艦

も

美

観

を

呈

す

る

な

り。
小

さ

き

草

は

、

其

花

大

抵

室

の

Ill
爬
隠
れ
、
室
は
短
小

に

t

て

、

其

一

部

は

全

く

蠅

上

に

横

臥

せ

り

。

故

に

其

形

著
る
”
し
か
ら
さ
れ
色
も
、
其
花
多
く
は
美
麗
に
し
て
、
光

彩

あ

る

色

を

有

せ

り

．

疾

き

鼠

れ

た

る

草

花

の

上

に

、

胡

●

は

翻

々

と

L
て

鱒
ひ
叢
び
、
其
花
の
上
に
●
ふ
t
き
は
、
必
ヤ
眉
t
i
の
大拿



其

慶

中

に

募

ら

る

A

な
り
。

雨

蛤

は

噸

鵬

ぴ

國

は

る

の

み

に

て

、

疹

む

と

4

一
甚
だ|
 

扇
れ
り
。
若
t
蠅
‘
鹸
等
の
小
蘊
其
曹
を
遍
ぐ
る
と
亡
あ

一

れ

ば

彊

き

隻

騨

を

以

仁
打
゜
ー
且

潅
あ
る
が
故
に
‘
蚊
な

•
色
の
一
た
ぴ
之
に
爛

る

A

疇
は
、
責
に
離
る

A

t
i
は
ヤ
し
て
、
忽
ち

雨
蛤
は
其
皮
膚
柔
軟
に
し
て
、
鮎
農
性
を
有
す
．
其
色

は

縁

な

る

が

故

に

、

草

木

の

葉

の

上

に

在

る

時

は

、

容

鼻

に

之

を

見

分

く

る

と

5
J
能
は
ヤ
よ
～
れ
敵
に
其
所
在
を

知

ら

れ

さ

る

為

め

、

自

然

の

妙

用

に

て

斯

か

る

例

は

、

饂

の

動

嶋

に

も

亦

順

る

多

t

し

雨

蛤

の

聾

は

高

く

し

て

●

が

t

、

天

雨

ふ

ら

ん

亡

す

れ

ば

必

ヤ

鴫

く

、

飲

に

人

其

賽

を

111
き

て

葬

爾

を

卜

す

11
綸

は

縁

葉

の

上

に

あ

り

て

、

蠅

ね

ヤ

屑

方

を

親

び

第

六

節

＊

蛤



-.. ． 

成
の
蛙
と
な
る
。

可
劃
•
]
ビ

1:1

亡

戴

日

に

し

て

孵

化

t

°

愉

も

飯

編

の

如

き

形

の

も

の

と

な

る

。

之

を

攣

斗

こ

云

ふ

、

縦

に

眉

平

な

る

尾

を

以

て
、
魚
の
節
く
に
滸
泳
t
、
三
養
の
・

を

具

へ

て

水

中

に

呼

吸

す

。

か
く
て
順
く
成
長
す
れ
ば
、
初
に

後
肢
を
生
卜
、
次
に
前
肢
を
生
卜
、
其

間

に

●

は

次

第

に

消

ね

失

せ

て

、

麓

爬

尾

1
で
も
落
ち
、
陸
に
上
り
て
全

g 

-C) 

g
 

g
 

“↑

ぃ
〔

ィ

〕

0

,
ハ

↓

〕

翠

T
l

輝E
 

.――

〕
仝

．
 

• 

9. 

ヘ

t
 

虞

捕
な
t
‘
而
t
て
指
趾
の
末
疇
に
胃
着
せ
る
小
葦
は
、
爾

蛤

を

し

て

能

＜

其

陪

む

所

の

位

置

に

、

●

こ

こ

1
り

得

t
む
。
故
に
平
滑
垂
直
な
る
繭
上
を
も
、
巧
に
職
ぴ
移
り

て
、
更
に
墜
落
す
る
憂
を
知
ら
ヤ
。

さ

て

此

爾

蛤

は

郷

何

に

t

て

生

れ

末

る

か

、

之

を

囁

究

す

る

は

責

に

愉

饒

な

る

と

と

な

り

。

春

の

日

野

に

出

て

A

遵
ふ
と
き
は
、
＊

111
叉

は

亀

濃

な

亡

の

中

に

黒

色

の

小

粒

に

t

て

戴

多

編

集

り

、

騨

の

白

み

の

如

き

も

の

に

て

包

れ

た

る

も

の

を

見

る

と

と

あ

ら

ん

。

是

れ

胃

綸

の

鼻

な

り

。

此

騨

は

水

中

に

あ

る

と



，
 

蛇

は

好

み

て

鎗

を

食

し

、

峙

と

t

て

は

自

分

の

躙

よ

り
も
‘
逼
に
大
な
る
蛙
を
呑
わ
と
く
あ
り
。
最
れ
郷
質
に

も
不
恩
議
の
纏
な
れ
さ
も
、
其

n
の

骨

纏

を

吟

味

す

る

こ
き
は
、
能
く
其
糎
を
情
り
得
べ
し
。
蛇
の
下
顎
は
、
二
鹸

の
骨
に
あ
ら
ヤ
t
て
、
戴
債
の
小
骨
よ
り
成
り
、
欝
疇
に

て

互

に

結

合

し

、

北

凛

に

養

績

す

る

に

方

骨

と
1

H

へ
る

骨
を
以
て
す
。
戴
に
鯛
る
大
き
＜

n
を

胃

く

と

と

を

得

嶋

る
な
り
。

第

七

●

鑢

1. 
さ
れ
ば
、
爾
蛤
は
淘
め
に
＊

畠
づ
る
も
の
な
り
。

雨
蛤
に
類
似
す
る
も
の
に
、
漏
葦
油
嘩
い
傘
瀑
澤
な
さ

あ
り
、
此
等
を
凡
て
蛙
の
類
と
稲
す
。

＂

晩
秋
に
至
り
て
、
食
物
鋏
乏
す
る
こ
き
は
、
雨
蛤
は
縁

葉

を

見

拾

て

A

水
底
に
入
り
、
深
く
泥
中
に
隠
れ
漕
み
、

冬

の

間

は

食

は

ヤ

t

て

評

に

睡

り

居

る

な

り

。

其

生

活

力

は

非

常

に

強

く

t

て

、

厳

冬

中

氷

底

に

閉

息

せ

ら

る

A

も
、
春
風
ー
だ
ぴ
氷
を
解
け
ば
、
復
だ
直
ち
に
蘇
生

L

て

、

餡

量

に

飽

り

。

づ
必



せ
蛉

の

霞

は

■
く
長
く
、

皮

膚

に

は

竪

き

●

を

費

ひ
、
其
上
に
は
薄
き
纏
厨

．
 

、
な
る
験
を
械
り
て
、
闘
々

．
 

順
賽
よ
り
之
を
厩
し
、
其

代
り
に
新
皮
を
生
ヤ
、
此

．
 

奮

皮

を

芦

臓

と

一
H

f

蛇

に

は

手

凰

な

L
と

●
も
、
地
を
這
び
＊
に
置
る
に
、
巧
み
な
る
と
と
は
人
の

善
く
知
る
所
な
り
。
蓋
t
足
の
代
り
を
な
す
も
の
は
、
肋

骨
に
て
皮
の
＂
に

■
れ
、
其
戴
壽
雷
に
参
く
、
腎
骨
は
迂

繭
L

て
之
を
•
け
、
．
鶴
の
●
は
、

を
蒻
く
・

立

ち

て

讐

と

戻

り

蛇

は

其

鶴

畏

く
1

嶋

に

暑

き

胃

く

と

と

自

在

に

L
て、

之

に

蒙

て

羹

を

■
り
、
敵
を
●
び
、
食
物
を
撞
獲
す
。
又
嬢

蛇

の

細

a蛇
に
は
、
毒
牙
あ
り
て
、
雷
に
敵
に
咬
み
胃
＜

の
み
な
ら
中
、
之
よ
り
壽
讀
を
注
ぎ
出
し
て
鑢
を
害
す
。

其

液

は

人

圃

に

も

大

毒

な

る

も

の

な

れ

ば

、

若

し

之

に

咬

1
る
A

と

と

あ

ら

ば

直

ち

に

其

葺

分

よ

り

・

を

載

び
出
し
、
J
l
つ
艤
酎
を
多
く

11
眉
す
べ

L

.

.

 ,レ
1-
i
i

'古
L

l
1

ヶ`
I

_



l
]
]
昌
□

□

叩
一

第

入

節

穀

物

油

菜

紫

雲

英

等

の

花

散

り

し

後

は

、

田

野

に

美

し

き

、
花

こ

万

な

け

れ

、

讚

物

の

費

緑

色

は

、

爾

ほ

麗

は

t

く

之

,
9
、
パ
•
C
/
‘

‘、

‘
ヘ
ベ
'

9,

9
,
“
口

：
・
ヽ
‘
．底
，． ＾ら

忍
々
，

り・
ク・
シ

．．
 ^9/4、

.S
クも
溢
'
」.ぷ
咳
9．
ぢ
，
戸
哀
ぷ

え
ぷ
ふ
喜
記
忘
以
享

べ`

｀
•

こ
こ

＇を

飾

り

立

つ

る

な

り

。

穀

物

の

細

長

き

堅

は

常

に

上

に

の

み

延

ぴ

ん

と

す

る

の

性

あ

る

を

以

て

、

其

構

造

は

密

生

す

る

爬

適

せ

り

。

塞

は

網

く

し

て

其

内

部

空

慮

な

れ

も

も

、

其

薄

壁

は

至

て

堅

き

も

の

反

て

且

つ

多

く

の

節

を

有

t

‘

決

し

て

地

上

に

横

臥

す

る

こ

5

)

な
く
、
高
く
直
立
せ
り
。
其
切
株
を

＊

・

｀

カ

ブ

f

・

函

坦

み

て

足

を

傷

つ

く

る

事

は

、

我

等

の

属

見

る

所

な

り

。

｛

又

長

き

穂

の

内

に

あ

る

穀

粒

悉

く

熟

す

れ

ば

、

其

重

量

す

応

よ

り

て

塞

の

上

部

は

下

に

傾

く

が

故

尽

長

き

葉

の

下

部

、

其

整

を

包

擁

t

て

之

を

支

ふ

る

な

り

。

薪

定

理

科

芦

繭

疇

r

』
蒼
枷
亨
↓

1.

、

3

t

.
l

,

"

f

甲

．
L
』
望
t．ー
」
口
戸
？
‘.，
止
ぽ
i
□]

＼
 

~
" 



r
 ... 9<
 .
.
.
.
.
 ;
,
.
9
 

J
 

・

9

,

'̀,. 

履

科

書

十

四

の

占

む

る

場

虞

の

狭

き

は

、

穀

物

を

密

生

す

る

に

於

て

便

な

る

な

り

。

塾

は

も

心

）

よ

り

細

長

き

も

の

な

る

に

、

葉

も

亦

狭

長

な

れ

ば

、

其

占

む

る

場

虞

の

従

つ

て

狭

き

は

言

を

侯

た

キ

。

葉

の

下

部

は

塞

を

包

む

を

も

て

、

薬

も

塑

応

伴

び

て

上

爬

向

へ

り

。

而

w

し

て

其

稀

に

訓

れ

る

も

の

は

堅

鋭

な

ら

キ

t

て

、

却

て

ゆ

る

＜

塾

よ

り

懸

下

せ

り

。

故

に

之

に

隣

れ

る

植

物

を

害

す

る

と

こ

な

し

。

｝

殻

物

の

痙

は

堅

け

れ

を

も

よ

く

、

撓

み

て

折

れ

易

主

ら

ぬ

も

の

な

れ

ば

、

風

に

ふ

か

る

A

t

き

け

、

自

在

に

曲

ー

|
l
;直層
し

ー

J

ほ

は

h
に
に
F
Fに
い
は
に
」

.

,s

,

.
'/
9

、
ロ

ウ
・
乞
ク
，
ク
．＂ク
，り
・

一

こ

冗

．
，

菱

ぷ

＼

“/
｛ヽ‘/'、ク
／
＇
芦

，
．`

予

．

グ・
“
/
,‘
9
‘
5
7,
'
ぐ
ハ
，ヽ
．姦
冤

9
:

、ヽ
＂
｀

一
復
す
『

多
は
己
に
盛
ん
爬
生
び
茂
り
ぶ
：
参
、
大
参
‘
裸
多
等
相

交

り

て

田

野

を

掩

ふ

。

此

等

の

菫

は

、

何

れ

も

丈

高

く

成

長

し

て

、

殆

ん

こ

人

の

胸

に

達

す

。

其

中

小

夢

の

菫

は

綱

長
く
、
穀
粒
は
肥
大
紀
ア
し
て
、
黄
色
を
需
ぷ
。
大
容
の
整
は
｀

小

参

よ

り

太

く

、

其

穂

も

亦

大

に

し

て

‘

穂

の

先

き

に

殊

～

に

長

き

茫

を

着

く

。

裸

参

は

大

多

の

一

種

応

ー

て

穂

の

茫

脱

け

易

き

も

の

な

り

。

又

別

に

庫

苓

こ

い

ふ

も

の

あ

り

。

其

菫

尤

も

麿

<

‘

穀

｛

粒

を

包

め

る

皮

殻

に

は

‘

皆

り

て

、

塑

よ

り

垂

ー

薪

定

理

斜

剛

魯

と

こ

1
,

1

]

に

：

農

’

鼻
ヽ
、
し

ュ

’

-|

.

,‘
;
1
9
1

、
．
し
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薪キる こ木見．～＇
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定針tが葉績をる我ふ

理の て 故 の き し こ 等

｀多 し こ 澗 葉 ら こ は
書 きく幹きのべあ常

i葉 は は 樹 も 見 り に
9を屈北木のるぶ繁

月有曲のぱこ悶試茂
こ せせづ幹の之みせ

: Iるりかよ二をしこる
l I樹樫、らり類大森森

i 1木の正はあ別林林

l 1は如 し 枝 る し に を 、

厄きくのこて至此

］に是直方こ濶り虞
に反な立よをきて彼
！しりすく知葉其虞

晨ピ゜る獲るの中に

［．l枝 を育べもの於

、jよ 得すょの国て ． 
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第

二

章

樹
木

：：：・急

｀ 1 
｀見川、 鱒I細jt箪0，剛lり9.9ヽ 叩直祖疇心疇慮l’ 呻鑢＇^ “ゞ

tには る
へ｀・

置刈其多＞ピ：召

き、り塾熟を伝
穀取堅す以

粒りきるて
の て を 爬 他
乾後以至こ

く二てれ謳
... 

を 三属ば別

待日鎌之tl i 
ち間 をを 易I
ては磨苅し，
家之かり

にをさ取

遮其べる召
ょ；儘べ之

日かを
鬼ら苅
に 中 る

゜~
晒已に

釦蜘¥ 9 II）リ9匹如廂m 心磁如叩

: 9う．
’‘• 四j'鳥l9. I如噂直虹’息Ii-—•

にしりの

供｀てて粉多

す種柔はは
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のな包き
l 形れ：饂て

/ 、1 にば：飩飯
ヽ

I 編編等こ

l みみをし、.、
喜 小 て 製 叉

兒夏す昧

の帽る屠

：翫子に渭

涛に用油

噸作今等

をり、：秤を

作又は造

る は 洸 り 。

、の彩繹小

料色あ多
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ノ

り

は

幹

の

方

よ

り

虞

長

す

る

が

故

に

、

蠣

5
ご
轟
く
直
立

せ
り
。
其
葉
は
縁
色
を
需
ぴ
て
、
轡
に
繁
茂
t
、

H
光

を

遮

る
を
以
て
、
這
＜
其
森
を
望
め
ば
、
黒
み
渡
り
て
見
ね
、
近

づ
き
て
之
を
見
れ
ば
、
其
下
陰
壼
猶
ほ
暗
く
、
洋
潰
‘
渾
の

如

き

灘

草

生

び

茂

り

、

一

面

地

衣

に

て

掩

は

る

A

を

嘗

こ
す
、
松
、
杉
、
檜
の
如
き
は
、
即
ち
此
類
に
罵
す
。

杉
、
檜
の
幹
は
、
尖
柱
駅
を
な
―
し
、
枝
は
老
ゆ
る
に
従
ひ

て

下

に

垂

る

。

其

菓

は

小

枝

の

肩

園

に

密

生

L
、
松
に
比

す
れ
ば
甚
だ
董
t
。
松
の
枝
は
．
杉
、
檜
よ
り
は
、
囀
の
高
き

部
分
よ
り
生
卜
、
其
業
は
杉
、
檜
よ
り
も
長
t
°

船

其

値

器

具

を

造

る

．
 

ー
に
用
び
ら
る
。
樫
は
材

堅

＜

t

て

彊

き

を

以

．
 

て
‘
船
具
‘
車
等
璽
固
を

賽

す

る

暑

具

を

造

る

に
纏
す
。

草
木
の
葉
は
、
攣
ね

• 

`
 

,

1

 

松
、
杉
、
檜
に
は
大
木

多
く
、
其
材
は
建
纂
上

必
要
こ
せ
ら
れ
、
叉
檎
‘
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辛

順秋
よ
り
参
に
か
け
て
、
資
ば
み
薔
つ
る
｀
の
な
れ
t
も
、

以
上
あ
け
た
る
鶯
杉
、
檜
‘
樫
等
は

■
●

縁

菫

を

着

く

斯

か
る
瓢
を
漏
讐
沐
と
需
す
。
大
量
の
針
葉
鰤
は
、
露
鱈
木

に
層
す
。
叉
之
に
反
し
て
蓼
に
妻
れ
ば
、
其
菓
を
•
す
纏

＊
を
畜
葉
＊
と
霧
す
。
葉
の

■
き
纏
＊
は
、
多
く
之
に
●

す
。
然
れ

9
も

事

奮

圃

厄

樫

の

籐

邑

傭

讐

＊

な

邑

に

あ

ら

ャ

．

今

左

に

薫

の

・

き

薯

菫

＊

；

＾

に

専

鑢

な

る

も
の
ニ
ー

1

-

t
q
.
"
ん
．

蠅
燭
は
責
に
、
鑢
及
ぴ

凜

橋

の

果

責

よ

り

襲

す

・
る
蠣
よ
り
ー
し
て
造
る
も

の
な
り
。
此
等
の
橋
は
花

も
葉
も
よ
く
相
飯
て
、
高

．
 

。
さ
通
例
ニ
ー
ー
ー
間
あ
り
。
其

纏

の

果

責

よ

り

襲

す

る

• 
も
の
を
皐
に
蠣
と
唱
び
、

濠

欄

の

果

責

よ

り

探

る

も
の
を
濃
蠣
と
い
ふ
。
皆

賽

圃

に

曝

嶋

の

•
I
I

よ

9

し
て

驀
な
｀
と
と
は
｀
人
•
之
を

• 
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も
の
を
漆
蠍
こ
い
ふ
。
皆

＾

一
国
虚
、
国
渭
貫
員
魯
と
に、い
’,
t
f
l
i

.
l'ー
、
八
仄
ー
t'L'

•
F
l

樹
い
」

1
1
1

.r 

ヽ

姦

属

淀

隅

后

ー

漬

’

P

ー
E

|

|

L

r

七

秋

よ

り

冬

に

か

け

て

、

黄

ば

み

沿

つ

る

も

の

な

れ

も

も

、

以
上
あ
げ
だ
る
松
、
杉
‘
檜
‘
樫
等
は
、
四
時
緑
葉
を
着
く
斯

か

る

類

を

常

磐

木

3

]

稲
す
。
大
抵
の
針
葉
樹
は
、
常
磐
木

，

応
罵
す
。
又
之
に
反
し
て
秋
に
至
れ
ば
、
北
＾
薬
を
落
す
樹

木

を

落

薬

木

と

稲

す

。

葉

の

濶

き

樹

木

は

、

多

く

之

に

属

す

。

然

れ

さ

も

亦

其

間

爬

樫

の

加

て

き

常

磐

木

な

き

に

あ

ら

中

。

今

左

に

葉

の

濶

き

落

葉

木

中

、

人

生

爬

有

益

な

る

5

も
の
ニ
―
1

一
を
あ
げ
ん
。

夜

間

に

繊

燭

の

必

要

な

る

こ

こ

は

、

人

皆

之

を

知

る

蟻

燭

は

何

よ

り

t

て

之

を

造

れ

る

か

｀

’

ー

t

,
;
I
I
'

J

卜

i

●
―
●
●
_
 

ー

三

，
：

9

．‘

'

、

9

9

、
[‘'

冗

・

〈
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彼り
方木カ

ににナ

泳飛リ

ぎぴヤ

回移は

はり籠
ヽ

る金の
0, 

魚 内

は反

泉在

水 り

のてヽ
中此

に虞

在彼
り卜虞

ての
ヽ

此こ

方庄
四…9"'1--9，呻，

]

カ

ナ

リ

ヤ

は

最

も

よ

く

人

に

愛

せ

ら

る

ょ

小

烏

な

＿

り

。

万

の

骰

の

構

造

は

柔

崩

爬

t

て

、

資

金

色

の

初

毛

殊
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カ
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逸
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は
る
~
は
｀
．
が
天
性
に

●

す

る

肩

言

れ

ば

、

責

t

て
貞
•
の
肩
璽
に
あ
ら

．ャ．

*' ，

．
≫
ナ

9
ャ
は
、
元
康
濤

一♦

外
の

■
■

尺
重
せ
し
も

の、
の
賃
れ

e
`

、

♦
は
●
●

に

貴

て

鯛

書

す

｀

が

績

に
、
瀾
｀
＇
』
て
之
を

t

て

嘱

に

鮮

に

、

巧

に

籠

の

内

を

飛

び

め

ぐ

り

、

伶

悧

な

る

小

賑

を
以
て
、
四
方
を
見
遍
t
っ

A

よ
く
人
に
親
し
む
。
然
れ

を

も

カ

ナ

リ

ャ

の

最

も

人

に

愛

せ

ら

る

A

所
以
は
、
特

に

其

美

し

き

貌

あ

る

が

腐

め

の

み

に

あ

ら

ヤ

、

し

て

、

万

の

刷

か

に

響

き

わ

た

る

美

聾

の

、

尤

も

賞

す

べ

き

に

あ

り。
巧

に

囀

り

蒙

ふ

小

鳥

の

中

に

は

、

鸞

雲

雀

の

如

く

愛

す

べ

き

も

の

多

t

亡

艦

も

、

此

等

野

生

の

鳥

を

捕

へ

末

り
て
、
籠

0
中

に

入

れ

置

く

は

、

責

に

憐

む

べ

き

と

と

な

り
。
獨
り
カ
ナ

9
ャ

に

至

り

て

は

鎗

ら

＊

‘

籠

の

中

に

絹
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．
 11．
は
る
｀

ー

胃
a

．
鴫
は
•
づ
｀
讀
く
の
•
＊
菫
る
＾
止
く

．

に

、

＊

申

の

編

鑢

｀

舅

卜

L

て

・

を

な

す

な
，
．
I
I
~
に
裏
る
｀
。
弓
●
鴫
は
t
i
｀
鵬
小
な
る

＊
亀
の
参
く

■看
す
る
を
鳳
て
、
＊
＊
塞
鑢
の
纏
を
爆

る
ぺ

し`
か
く
て
其
I
f
I
I
せ
る
塞
鑢
は
＊
・
に
爛
戴
す

｀
も
の
な
る
t
`
て
l
l
入
す

a塞
鑢
麟
く
る
●
は
、

・

彙

は

量

に

翼

に

蚕

る

な

り

．

に

属
．
．
 

る
＊
を

竃

9

貴

る

か

ら

會

．

＇
し

戴

み

に

金

量

鎗

ヘ

て
之
を
掌
上
に
置
く
と

き
は
、
大
な
る

n
を
1
1
き

て
苦
t
け
に
呼
員
t
‘
蠣

に
尾
を
攣
戴
し
て
手
よ

り
麟
れ
ん
と
す
る
•
t

鳳
る
べ
L
。
最
れ
彙
・
は
＂

＊
中
に
在
る
疇
の
み
彎
·
す
｀
を
•
る
｀
の
‘
t
れ
ば

な
り
．
其
＊
中
に
在
り
て
は
、

1
1
.
正

L
<
"
を
1
1
"
t
、

"
時
に
1
1
の
讐
量
に
あ
る
左
布
ー
ー
績
の

■
菫
を
、
戴
は

．
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き 年生せき れへ他
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を が［も、無始之爬

有 ・邦易る敷 クjを移

す にき事の て養宜
iる 専 魚 を 卵 之び難
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も ら類得は を践卵i-
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濤

水

中

よ

り

食

物

を

漉
し
取
る
な
り
。
此
鯨

韻
は
角
質
に
し
て
、
種

々

の

細

工

に

用

ひ

ら

る
。
鯨
は
其
訟
魚
に
似

た
る
を
以
て
．
古
人
は

魚

類

中

に

加

へ

だ

れ

亡
も
、
其
責
魚
に
あ
ら

ヤ
、
今
う
の
魚
と
異
な

る

臓

を

左

に

示

さ

ん

。

（

一

）

彙

躙

は

遍

鯛

騨

よ

り

董

す

れ

e
、̀
鱚
は
馳
生

に

し

て

、

之

を

養

ふ

に

乳

を

以

て

t

（
二
）
魚
獨
の
皇
は
冷
な
れ
色
も
、
鱚
の
直
は
温
な
り
。

(

-

1

-

)

魚

攘

の

尾

は

上

下

に

雨

分

せ

ら

る

れ

さ

も

、

鯨

の
尾
は
、
左
右
に
分
る
。
又
髄
の
雨
欄
に
あ
る
鰭
の
如

き
も
の
は
、
菖
肢
な
り
こ
す
。
こ
れ
ら
皆
魚
な
ら
さ
る

の
證
と
す
。

-

m

-

1

鯨

は

肺

を

以

て

呼

嘱

す

る

が

故

に

、

魚

嘱

の

如

く

長

く

水

中

に

書

1
る
と
と
饒
は
キ
、
時
々
水
面
に

浮

ぴ

畠

て

A

、
空
集
を
呼
戴
す
倉
以
て
彙
嘱
亡
＇
f
{

劃

ノ
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此

外

に

も

爾

ほ

甚

だ

多

t

‘

我

等

の

日

用

品

＇
こ

し

て

鋏
く
べ
か
ら
さ
る
小
刀
‘
庖
丁
‘
鍋
‘
釜
鐵
瓶
鋤
敵
の
如
き
、

針

金

の

如

き

、

又

は

貨

幣

及

び

或

る

装

飾

物

の

如

き

年

皆

其

原

料

は

地

中

よ

り

掘

り

採

り

た

る

も

の

応

外

な

ら

キ
。
然
れ
も
も
此
等
の
物
◇
）
、
陶
器
、
敦
璃
、
石
盤
、
石
筆
の
類

と

相

比

ふ

る

こ

き

は

雨

者

の

間

に

大

な

る

差

違

あ

る

を

見

ん

、

即

ち

左

の

加

,,_)O

第
一
陶
器
、
痰
瑣
、
石
盤
、
石
筆
等
の
類
は
、
物
を
以
て

＾
之
を
打
て
ば
‘
容
易
応
破
砕
し
て
細
片
'
)
,
J
な
れ
さ
も
‘

小
刀
、
庖
丁
‘
鋤
‘
鍬
、
針
金
等
は
、
之
を
打
て
さ
も
容
易
爬

1
1
1
|定
—
躙
ー
科
劃
眉
十
二

L
r
1̀1
1
1,

t
ー

9
含

E
E
9

’‘ば
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’
-＇
l9
9
,
'
‘

9
,
‘
9
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t
,
9
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ヽ
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`
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急
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れ璃る物て等

るの所を作を我

は 加 の 以 り 以 等

明き石てたての

＇な皆、盤造る作 H
lる地硯れもり常

庫中石るのだ用
賓よのもあるふ
なり如亦り。もろ

編り。掘き、少而の器

り石かしあ具
探筆らてり0 の
り日奇地獣中

た 墨 我 中 類 に

る の 等 よ の は
物如のり皮草 l 

をき日出骨＊

以陶々で等の I 

て醤用だを塾 I 
造瑕ふる以幹 ． l 

批叫丘悲[L』l「i,l.I:IlllUJ馴ぶ！！磯叫年）＇！！叫↓以 lIL叫士ーむ手←舌主―----ふ
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第

九

章

金

る

を

知

一
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心 tす極せ今
定iる 打 其 め 黄 ら 金 金 り の

理1難き色て金る層層たも
直くて鮮少は＞中のれの

貫，t線黄な遊も最最ばは

ii てこにく、離のももな金

窒なt銀しは其有り。属
直tて銅て黄用用 に
呻易其の産金のな あ
にt質濃出

゜在然柔こすり。きも さ
りれ か 混 る はの ろ
てさな｛、、こ 鐵を も

ももりてこ に示 の
其熔鎚出あ tさ を
色解ちづれ てん 以

゜
幾る箔をも、 も ．：I 

中ここ常其貴 を
i iるこなこ量重 造r印‘ I町:1..mm”"ll」9ll"lIIiIIl"19119III9li1911llll19IIll",IJI)19ll191lllll1999119119-11lIIl91l11919IIIIl9l"’聾一瓢I’＇、螂l疇鵬I7-;
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9—、1---”·UI·9 9.、99,. ---: 
他鍬の異さば第ろす破徊
な針なな其鏡二難ろ砕i理

t金れり、光の じこす1:
第とささは如小 こる

二は致れ小き刀、 をこ
の其痰ば刀、光疱 得こ

も性璃元庖を Tヽ れ な

の質陶は丁獲鋤’さ［＇―

はを暴同等t鍬 羨又
金 異 石 ！ t 、 を 琥 針 之針

層に盤く磨璃金 を 金

にせ石地き陶等 折の

てる筆中て器は り如月

之をこよ得等良 離き―

を知小りだにく す闊ク

造る刀、出るも之 こ之
りべ庖て~光光を とを

露tT ［ こ あ 麿 は厠

一是鋤もけれけ 頗肌
こし一---→-Illなl員III999'●JIIll9lllIli1●Ill●’＂ー m 、一—
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二

t
け
れ
ば
一
貴
幣
、
時

計

及

び

其

偏

の

装

飾

品

に
作
り
て
、
最
も
貴
重
せ

ら
る
。
我
が
邦
に
て
董
金

の
産
蜻
は
、
佐
濃
の
相
川

を

以

て

、

最

も

有

名

な

る

も
の
と
す
。

銀

は

其

色

日

<

t

て

、

賓

は

董

金

よ

り

も

稽

堅

t

。

音

色

は

空

織

中

厄

在

り

て

客

易

に

雙

也

さ

れ

を

も

、

唯

磁

董

の

繊

に

逢

へ

ば

、

ヽ

、
9
'
`
9
、
,
i
,1
.. 

忽

ち

暴

色

こ

な

る

。

此

金

も

亦

甚

だ

貴

重

せ

ら

れ

、

董

金

に
次
ぎ
て
賃
幣
、
時
計
、
其
値
種
々
の
綱
工
物
に
作
ら
る
。

我

が

邦

に

て

有

名

な

る

銀

鑽

の

産

地

は

、

但

馬

の

生

野

、

吼
後
の
院
内
．
岩
代
の
半
田
等
な
り
。

・

鐵

は

金

属

中

責

用

最

も

大

な

る

も

の

に

て

、

産

出

す

f
 

る

と

こ

頗

る

多

け

れ

さ

も

、

其

綽

粋

な

る

も

の

は

極

め

て
稀
な
り
。
鐵
に
一
＿
一
種
あ
り
、
錆
鐵
、
鍛
鐵
、
鋼
鐵
是
な
り
。

り
銹

鐵

は

其

性

堅

く

鳥

け

れ

t

も

、

能

＜

嬉

解

す

る

を

以
て
、
錆
物
を
作
る
に
宜
し
。
鍋
、
釜
、
鐵
頬
等
は
皆
是
に
て

釦

Ml
劃

圃



一

る

に

用

ふ

・

銅

は

本

邦

の

産

を

以

て

、

世

界

に

著

名

な

る

も

の

こ

な
す
。
其
用
鐵
~
＊
で
廣

r
p
赤
禰
色
に
し
て
其
賓
柔
か

く
、
貨
幣
、
鍼
金
、
電
信
線
、
銅
飯
等
に
作
る
。
喝
讐
の
阿
仁
、
陸

中

の

尾

去

畢

、

下

野

の

足

尾

、

伊

豫

の

別

子

を

薯

名

な

る

産
地
こ
す
。

金

恩

中

液

餞

を

成

せ

る

も

の

は

、

噸

一

の

水

銀

あ

る

の

み

。

水

銀

は

其

色

銀

日

に

t

て

、

辰

砂

と

書

．す

る

績

物

よ
り
採
る
。
主
と
t
て
寒
鵬
計
、
騎
爾
計
を
作
る
に
用
ひ
、

々
｀
芹
[

r

冶

金

、

製

菓

真

偏

工

業

上

に

用

ふ

る

所

多

し

疇

割

劃

訓

却

公
疇． 一‘

作
れ
る
あ
り
。

二

鍛

鐵

は

其

性

柔

軟

且

鎚

に

て

展

＿

ば

t

鍛

ふ

る

に

宜

t

9

効

用

甚

だ

殷

-

1

.

 『
-

•
く
．
小
は
針
、
釘
、
小
J
J
の
類
よ
り
、
大
は

一一

ノ
鐵
橋
、
蒸
氣
饉
に
至
る

1
て
、
皆
是
に

=
-

.

.
 

＼一＿

這

て

作

る

な

り

q

．一

晶

鋼

鐵

は

弾

力

強

き

も

の

に

t

て

畜

一↓ー一：

其

性

紡

鐵

亡

鍛

鐵

こ

の

間

に

位

す

。

刀

偏

の

凡

は

‘

皆

是

に

て

作

り

、

又

後
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す

べ

て

金

属

を

賓

用

に

供

す

る

に

は

、

他

の

金

凪

ぐ

J

I

混

和

t

て

一

懺

こ

な

す

こ

こ

あ

り

、

之

を

合

金

こ

云

ふ

。

例
へ
ば
銅
こ
亜
鉛
の
合
金
は
、
員
鍮
に
し
て
、
銅
、
亜
鉛
、
ニ

□

□

fl 



・ヽ

よ

り

組

の

全

韻

を

見

得

べ
き
筈
な
ら
ヤ
や
。
是
に

• ゚
．
 

亀

第

十

章

地

球

の

運

動

地

球

の

表

面

は

平

坦

に

似

た

れ

も

、

責

仕

球

形

を

な

せ

る

も

の

な
り
。
今
之
を
知
ら
ん

と
欲
せ
ば
、
睛
天
の

H

に

髯

岸

に

出

て

A
‘

港

へ

入

り

凍

る

艤

を

見

よ
。
先
初
め
に
は
、
其
楕

頭
を
見
、
次
に
船

11
の

上

藁

を

見

、

潮

く

に

し

て

遣

に

其

全

11
を

謳

む

る

な

ら

ん

。

若

t

増

葦

を

し

て

全

く

平

両

な

ら

し

め

ば

、

初

め

→文

蒙

り

て

容

易

く

地

球

の

球

形

な

る

は

知

ら

る

A

な
り
。

我
等
の
住
む
家
屋
よ
り
筆
-
*
、
山
川
等
に
至
る

1
て
f

ー

：

．

ー

ー

薗

必

ク—→
•ヽす●ル e ：るな• •o•• 

四
十
4

、



隕

」

膚

躙

廿

常

に

一

所

に

止

主

り

居

て

、

其

虞

を

易

へ

さ

る

が

如

く

な

れ

も

も

、

地

球

は

常

に

静

止

せ

ヤ

し

て

、

絶

ね

ヤ

運

動

t

っ

A

あ

る

も

の

な

り

。

試

に

組

或

は

汽

車

に

乗

り

て

其

窓

外

を

望

み

見

よ

。

其

船

車

の

進

む

を

覺

ね

ヤ

t

て

、

却

て

山

川

、

草

木

等

の

退

き

走

る

を

感

ヤ

る

な

ら

ん

。

之

に

同

卜

く

、

太

陽

は

俸

日

東

よ

り

百

に

回

る

が

如

く

見

ゆ

れ

も

も

、

責

は

地

球

が

絡

わ

ヤ

、

太

陽

の

周

園

を

回

轄

t

居

る

も

の

な

り

。

今

試

み

に

暗

室

に

於

て

一

の

ラ

ン

ブ

に

火

を

酷

ト

慨

に

之

を

太

陽

こ

定

め

置

き

、

別

に

1

偏

の

橙

の

責

を

取

り

て

、

之

を

地

球

と

t

‘

之

を

火

箸

に

貫

き

て

机

上

に

突

き

立

て

玉

『

か

に

火

箸

を

圃

し

て

、

橙

の

賞

を

轄

卜

み

る

べ

t

°

則

ち

橙

の

貨

の

1

半
は
、
常

に

ラ

ン

プ

の

光

を

受

け

て

明

に

、

他

＂

の

一

半

は

之

に

背

き

て

常

に

暗

き

し

を

認

め

得

A
。

か

く

て

其

上

に

小

針

なー
事
を
立
て
A
‘
姑
＜
之
を
人
と
慨
定
す

•
れ
ば
、
此
人
の
明
な
る
魔
に
あ
る
圃

は
、
即
ち
其
地
の
董
に
し
て
、
次
第
に

回
轄
t
つ
A
阻
な
る
字
球
々
J
、
暗
き

劇
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噺
臨
厄
科
賓
，

・

言
召

•、ゞ＂

半

球

こ

の

界

に

至

る

時

は

、

則

ち

日

の

入

り

』冥翁彦

く

、

是

よ

り

全

く

賠

き

虞

に

あ

る

間

ば

夜

に

{f'
・ジ
‘

9
、
‘、

9

、
ク召

．哀
ハ

回

轄

を

止

め

さ

る

時

は

、

途

に

復

だ

明

な

る

．

霞
`

9
,
 

：
：
疇

反

至

る

、

是

れ

日

の

出

な

り

‘

而

L
て

忽

ち

ま

]

．
~

叫ぞ＇
s
 "v

・
 

な

り

‘

忽

ち

庄

だ

日

出

こ

な

り

つ

A
、

ラ

ン

プ

公ク
、

ク
／

‘"翌

？
し
、

3
’

べ
夕

、9
_.

で

、

或

は

設

し

て

恰

も

橙

の

質

を

周

る

に

但

だ

り

。

是

｀
i-

，｝

＇ 

｛

、ヽ
多

全

く

橙

の

行

の

自

特

に

由

り

て

致

す

所

に

し

て

、

一

阿

一

が

轄
の
終
は
る
は
即
も
一
賓
夜
の
経
過
す
る
に
阿
入
\

•
寄
二

一

な

り

゜

而

し

て

地

球

は

‘

此

1

回

轄

を

廿

四

時

間

に

終

は

る

も

の

こ

す

。

'し

．
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一

四

季

の

雙

化

応
學
び
た
る
所
な
り
。
然
ら
ば
、
四

季

は

加

伺

に

t

て

生
一

の

雙

化

を

仲

糎ふキ

赤ーも抑る

1也道箇の四だ
中をの『な季

、し定橙、れの

Iてめのば斐
‘之§て賓尻化

を少をづぱ
自t取賽第
轄くり夜一
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なけ貰あ
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置雨ん
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•グ
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プ

9の

応

査

夜

長
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応
件
う
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‘
植
物

の
雙
化
す
る

〖
事
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餃

ふ
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一
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忍
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如

く

斜

め

に

射

ら

る

A

と
き
は
、
板
は
唯
（
ハ
）
よ
り
（
卜
）
に

至
る
間
の
線
を
受
く
る
の
み
に
て
、
（
イ
X

口
）
の
二
緯
は
板

を

射

ヤ

、

し

て

偏

に

脱

す

べ

t

°

故

に

甲

薗

に

於

け

る

板

は

‘

乙

園

の

板

よ

り

も

、

温

度

高

き

道

理

な

＼

＿

地

球

が

太

隕

の

熱

線

を

受

く

る

も

此

理

に

同

卜

＜

、

1

1

一

月

よ

り

九

月

1
ィ

は

太

陽

北

半

球

に

直

射

t

、

南

半

球

に

斜

射

す

る

を

以

て

、

北

半

球

は

夏

な

れ

t

も

、

南

牛

球

は

冬

な

り

。

又

九

月

よ

り

翌

年

11
一
月

1
て
は
、
之
に
反

す
る
が
放
に
、
南
牛
豫
は
夏
に
し
て
、
北
牛
葦
は
冬
な
り
。

地

球

が

大

昌

の

罵

圃

を

1

●

糟

す

る

を

名

づ

け

て

瓢
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卜
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に

至

る
綿

ヽゞ

こ

f

な

れ

さ

も

‘

乙

図

の

て

の

線

を

、

盛

く

受

く

る

線

に

射

ら

る

A

>

J
き
は
、

一、

り

殆

さ

併

行

に

末

る

熱

て

、

甲

回

の

如

く

太

閲

よ

‘̀ 

次

に

四

季

の

髪

化

は

、

亦

地

球

か

太

渇

の

然

を

受

＜

る

角

艇

に

も

闘

係

す

る

な

り

。

例

へ

ば

一

枚

の

板

あ

り

生

ヤ

る

、ば
り
。

l
t
i
定
珂
科
」
口

H
L

ら

す

、

又

寒

か

ら

ヤ

し

て

、

即

ち

春

秋

二

季

の

好

時

節

を

｀ 
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兼
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新
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理
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口

尺

冒
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一

明

治
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十

六

年

十

二

月

廿

三

日

印

刷

竺

筵

一

金

十

九

錢

町

沿

二

十

六

年

十

二

月

廿

六

H
漿

行

日

に

憐
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冷

二

汁
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明
治
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年
七
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五
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這

か

「

「

符
噴

＾

，
ー

菫

言

名
ゴ

贋

八
ム
轄
こ
い
ふ
、
私
轄
に
到
し
て
稲
す
る
な
り
。
さ
れ
ば
地

球
は
一

年

に
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度

公

轄

す

る

も
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